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令和5年度　小・中学校における環境教育の取組み


総合的な学習の時間（第４学年）


テーマ〖　給食センターの廃油を使って石けんを作ろう　〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬町立多奈川小学校　








≪学習のねらい≫


　・食用廃油から、簡単に石けんが作れ、生活に役立つことを知る。


　・生活に身近な石けんを取り上げることで、環境問題を自らの問題として関心を持つことができるようにする。


　・廃油石けんを福祉&多奈川小フェスタで販売することにより、学習内容を地域の方に知らせ、環境問題に対する啓発活動を行うことができる。





≪学習の流れ≫


　実施時期　　９月　～　１１月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１�
・手作り石けんを作り、福祉&多奈川小フェスタで販売することの意義を確認する。


・隣接する給食センターへ廃油をもらいに行く。�
■合成洗剤の使用が河川汚染の原因になっていることを知らせる。�
�
２�
・1人１本５００ｍｌのペットボトルで廃油石けんを作る。�
■薬品の取り扱いに注意させる。�
�
３�
・完成したた石けんをラッピングして商品化する。�
■買い手を意識した商品に仕上げさせる。�
�
４�
・福祉&多奈川小フェスタで販売する。


�
■全校児童や保護者、地域の方に興味をもってもらえるように店のアピールをさせる。











�
�



≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　・給食センターの調理員のみなさん


・栄養教諭


≪成果≫


　・年間を通して学習しているリサイクル運動の一環として取り組むことができた。


　・より環境に優しく生活するための姿勢を育成することができた。


　・販売することによって、学習したことを広く地域に知らせることができた。





商品に添付するシールは、自分たちで作りました。ロゴも自分たちで考えました。








